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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、
人権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきな
どを発信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな
発見があればと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒
にご覧いただき話題にしてみてください。また、ご意見・
ご感想等があれば右記フォームまでお寄せいただけると喜
びます！
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「ルーツという言葉」
　私が以前勤めていた学校には、日本以外にルーツをもつお友だちがたくさんいました。その中でも、多かったのはブラジ
ルにルーツがあるお友だちです。しかし、ブラジル人とは少し違うお友達もいます。親はブラジル人でも、日本で生まれた
お友だちはどうなのでしょう？日本人？ブラジル人？話す言葉は？　そんな時、みんなが傷つかない表し方は、「ブラジル
にルーツがある～～」と言う表し方だそうです。人間、ぱっと見では判断できません。「〇〇人」や「〇〇語を話す」と見
た目だけで判断して言うと、きっと傷つく人もいます。ぜひ、“ルーツ”と言う言葉の意味を知り、正しく使ってみましょ
う。私もまだまだ勉強中ですが、使えるようになると素敵ですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚田　哲也

「決めつけない。」
保健室という場所では教室とも家庭とも違った子どもたちの様子が見えてきます。
普段はやんちゃな子が静かにムーミンのぬいぐるみを抱きしめて休憩をしていたり、大人しい子が、大きな声で自
分の事をたくさん話してくれたり、しっかりしている子が、体調が悪くて早退するときにお家の人に抱きついて甘
える姿があったりもします。
いつもそんな時に思うのが、「決めつけない」ことです。保健室での姿、教室での姿、お家での姿どれも全部その
人なんですよね。「保健室でのあの子」で決めつけずに、ひとりひとりがいろんな考えを持っていて、いろんな面
を持っていることを忘れずに関わっていきたいと思います。ぜひ皆さんも「〇○さんは嫌なこと言ってくる時もあ
るけど、こんな時助けてくれるなあ」とか、「〇○さんはあまり話さないけど〇○が上手だなぁ」とか、いろんな
方面から友だちのこと、家族の事を見てはどうでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　 　      井浦　志帆

「『だんだんタイム』をとおして」
平田小学校では、学校経営方針「安全・安心の保障『子どもたちが安心して学習・生活できるように ～独りぼっちにしない
～』の実現のための方法の一つとして、６年前から「だんだんタイム」を行っています。「だんだんタイム」とは、出雲市教
育委員会の「人間関係づくり・対話力育成事業」です。本校では、水曜日の５校時前の時間を使って行っています。「だんだ
んタイム」では、ペアや数人のグループでゲームを行いながら、一人一人がゲームの中で出てきた話題について詳しく話した
り、友達の話を聞いて質問をしたりします。ゲーム後には感想を発表し合います。そして、そのような活動をとおして、子ど
もたちが、だんだんつながり、だんだん成長し、だんだん自分を好きになるようにしていきます。そして、①コミュニケーシ
ョンスキルの向上→②対話的な学習の素地の育成→③自己肯定感の向上（他者の理解も含む）→④居心地のよい学級・学校づ
くりをめざしています。                                                             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  飯塚　積
　


